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抄録 ：症例 は ．　　　　 の 女性 で ，一

　　　　　　　　 の 計 4本の 先天性欠如 に よる下顎歯

冠近遠心幅径総和の 過大を伴 う骨格性下顎前突症例で あ

っ た，Boltonの tooth　size 分析は overall 　ratio で は 　　％，

anterior 　ratio で は 　 　％ を示 した ．　 Excess　value は overall

で は　 mm ，　 anterior 　segment で は 　 mm と算出 され た．

治療 で は Class　ll1　elastics に よ る下顎歯列の 遠心移動 と，

tooth　s皀e　rado 改善 の た め air−rotor　strippingに よっ て 下

顎 anteriGr　segment の excess 　value を　 mm 減少 させ た．

21か 月間の 動的治療 に よ り， 大臼 歯関係は Class　1とな

り良好な咬合関係 が獲得 さ れ，保定 27か 月経過後 も安

定 した 咬合状態が 維持 され て い る，

　　　　（Orthod　Waves−Jpn匚d　2011：70（1）：40 −47）

Treatment　of 　skeleta1 　Class　m 　ma1   clusion 　with

excessive 　overall 　and 　anterior 　tooth　siZes 　caused

　　　　 by　congenita 互ly　missing 　teeth

Abstract： A ．．years　　months 　old　fernale　patient　exhibit・
ed 　skeletal　Class　III　malocclusion 　with 　mandibular 　excessive 　over ・
all　and 　anterior 　tooth　sizes　caused　by　four　congenitally 　rnissing

teeth　of

　　 BQItQn
’
stooth 　size　analysis 　indicated　overall 　ratio　by

　 ％ and 　anterior 　ratio　by　　 ％，　Moreover，　ex   ss　value 　was

estimated 　at　5．6　mm 　in　overall　arch 　and 　at   in　anterior 　seg．
ment 、　 Distalization　of　the　mandibular 　dentit玉on 　was 　performed
with 　Class　M 　elastics，　Reduction　of　tGoth　size　by　

．
mm 　in　man ・

dibular　antedor 　segment 　by　air−retor　stripping 　was 　also　achieved

to　correct 　tooth 　size 　ratio ，　 Active　treatment　thne　was 　21　months ．
The　patient　revealed 　excellent　improvement　in　interdigitation　with

Class　I　rnolar　relationship ．　 The　occlusion 　has　been　stab 隻e　for　27
months 　of 　retention ，

　　　　（Orthod　Waves−Jpn　Ed　2011：70（1＞：40−47）

緒
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　矯正歯科治療に お い て，満足 な咬合を達成す るため

は上下顎 の 歯冠近遠心幅径に適切なバ ラ ン ス を与 え る

こ とが 必要条件の
一

つ に あげられ る．Boltonは，正常

咬合者の 口腔模型から上下顎間の歯冠近遠心幅径総和

に は一定の比率 （overall／anterior　ratio）があ る こ とを

見出 した
1）
．また，tooth　siZe 　discrepancyの 程度を判断

するた め に 歯列全体 （overal1）の歯冠近遠心幅径総和

の過大量 （excess　value ）を   単位 によ っ て 表肌 ，

さらに 過大量を anterior　segment と lateral　segment に 分

割して 把握可能 とした
D
．しか し，不正咬合者の 口 腔

模型を用 い た仮想．．ヒの 研究か ら，
上 下顎小臼歯 4本抜

去を行 うと抜歯 の組み 合わせや不正咬合の タイプに関

係な く overall 　ratio は減少 し，
　 tooth　size　discrepancyも

変化す る こ とが 明 らか に され た
2〕
，特 に ，永久歯の先

天性欠如 を有す る歯列で は，そ の 欠如部位に よ っ て

tOQth　size　ratio の 問題が発現 し，小 臼歯の 抜去以上 に

overall／anterior　ratio が著 しく変化して 治療後 の 咬合 を

予測す る こ とが困難に な る．

　今回提示するの は，一

　　　の 計 4本の 先天性欠如に よ る下顎歯冠近遠心幅

径総和 の 過大 を伴 う骨格 性下顎前 突症 の治療例で あ

る．Boltonに従 っ て歯列各部分 の excess 　value を算出

し， 相応 した air−rotor　stripping （以下，　ARS ）
3）

に よ

っ て tooth　size 　ratio を改善させ 良好な治療結果を得た

の で 報告す る．

患者は

症例の初診時所見

の 女性 で，主訴は 上顎側切歯の
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交叉咬合 で あ っ た． 全身的病歴や永久歯の 抜歯経験

は な く， 骨格性下顎前突症お よび先天欠如歯の家族歴

も な か っ た．

1．顔貌所見 （図 1）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 A
　正面で は ほ ぼ左右対称で 目立 っ た偏位は なか っ た．

側面で は straight　type側貌が認 められ ， 上唇は後退 し

ド唇がやや突出 してい た．

II．口 腔内所見 （図 2）

　　　　　　　　　　　　　　　　　 が 欠如して い

た．上顎 に 　 mm ， 下顎 に　 mm の arch 　length　dis・

crepancy と上下顎歯列弓幅径の不
一

致が み られた．下

顎歯列 は正中線に 対 して 1．6mm 左側偏位して い た．

　Overbite　 mm ，　 overjet 　 mm で 上顎両側側切 歯と

右側第
・一

小 臼歯が舌側転位 し交叉咬合 を呈 して い た．　 B

第三 大臼歯は すべ て萌出して い た．

皿．側面頭部エ ッ クス 線規格写真分析所見 （表 1）

　長岡ら
4）

とMiyajimaら
5）

の標準値 と比較 し，硬組織

で は ANB は　　
’

， 下顎切歯 の歯軸傾斜角は　　
Q

と

い ずれ も 1S，1）を超えて著 しく小さ く，FMA は　
’
，

上顎切歯の歯軸傾斜角は　　
゜

で ともに lSD 内で あっ

た．軟組織で は ，E −lineに 対 して 上唇　　 mm ， 下唇

　 mm で ともに 1S．D．を超えて著しく小さか っ た．
C

N ，パ ノ ラマ エ ッ クス 線写真所見 （図 3）

　　　　　　　　　　　　　　　　　 が 欠如 して い

た．下顎両側第
一

大臼歯の 近心傾斜が 確認 さ れた．

V ．口腔模型所見 （図 4＞

　大臼歯咬合関係は右側で は著 しい ，左側で は軽度の

Class　III関係を示した．

VI，口腔模型分析所見 （表 2，3）

　欠如歯以外の歯冠近遠心幅径 は，長岡 ら
4）

の標準値

を上回 っ た．下顎第 ．．・
小臼歯を anterior　segment とし

て，overall 　rati   は　　％，　 anteriQr 　ratio は　　％ を算

出した．い ずれも下顎歯冠近遠心幅径総和が 2SJ ）を

超え る著 しい 過大を 示 した．Excess　value は overall で

は 　 mm ，　 anterior　segment で は 　 mm を得 た．

診断お よび治療経過

1，診　断

　下顎両側側切歯 の先天性欠如 に よる ド顎歯冠近遠心

幅径総和の過大を伴う骨格性下顎前突症．

　　　　　　　 図 1 顔面 写 真

A ：初診時

B ：動的 治療終了 時

C ：保定中 ・動的治療終了 後 27 か 月

II．治療方針

　  下顎第三大 臼歯を抜去 し， Class　HI　elastics に よっ

て下顎歯列の 遠心移動を行い ，大臼歯咬合関係，叢生

お よび前歯の 被蓋関係 の 改善，

　  上顎第三 大 臼歯を抜去し， 上顎歯列の 拡大 に よっ

て 上下顎歯列幅径の
一
致 と叢生 の改善．

　  下顎切歯 犬歯お よび 第一
小臼歯間で ARS に よ

っ て歯冠近遠心幅径を約　 mm 削除する．

噸 の excess 　value が   で あ る た め に
， 前歯の

正常被蓋関係を達成 した と きに予測さ れ る治療後の 大

臼歯関係は，理論的 に は 下顎大臼歯 が Class　I咬合 よ

りも　 mm 過剰 に 遠心移動 して Class　II咬合 に なると

推測 される．上 顎 に歯冠近遠心 幅径不足が な か っ た た
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A

B

C

A B

　　　　　　　 図 2　口腔内写真

A ：初診時

B ：動的治療終了時

C ：保定中 ・動的治療終了後 27 か 月

C

め
，
ARS に よっ て 下顎の anterior　segment の 歯冠近遠

心幅径を減じる こ と とし，tooth　size 分析の精度を考

慮 して excess　value を約 1／2 の　 mm 程度改善す る こ

とを目安と した．

皿 治療経過

　Levelingを開始 3 か 月後か ら，　 Class　III　elastics を左

側 よ りも右側の 装着時間を長 くして 11か月間使用 し，

前歯の 被蓋関係の改善と下顎大臼歯の 遠心移動 に努め

た．下顎切歯，犬歯および第
一

小 臼歯間で ARS を行

っ た ，動的治療期聞 は 21か月 で あ っ た．保定 は 上顎

に wrap − around 　type，下顎に Hawley　type 　retainer を用

い た．ARS を行 っ た歯と歯周組織に異常は認め られ

なか っ た ．
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表 1　側面頭部 エ ッ クス 線規格写真分析値

A

B

C

　　　　 図 3　パ ノ ラマ エ ッ クス 線写真

A ：初診時

B ：動的治療終了時

C ：保定中 ・動的治療終了後 27 か 月

IV，動的治療後の 結果 （図 1〜5，表 1，3）

　1．顔貌所見

　正面で は変化なく，側面で は 上唇と下唇は やや突出

した．

　2．口 腔内所見

Overbi亡e   ，
　 overjet　 mm とな り， 上下鞠 列

は正 中線に
．一
致 した，

　3．側面頭部エ ッ ク ス 線規格写真分析所見

　硬組織 で は ANB と FMA は 変化 が な か っ た が
， 上

下顎切歯の 歯軸傾斜角は それぞれ　　
゜
，　

°
と唇側

傾斜 し，interincisal　angle は　　
゜

と減少 した。　 eTV一

　 は   減少 し下顎大臼歯の 遠心瀰 が確認さ れ

た． 咬合平面は　
゜
平坦化した．軟組織で は 上下顎

切歯の 変化に伴 い E − lineに対 して 上唇は　 mm ，下

唇は　 Imm 前方移動した．

　4．パ ノ ラ マ エ ッ クス 線写真所見

　歯根の平行性が 達成さ れ下顎両側第
一

大臼歯は整直

した，

　5．凵腔模型所見

　大 臼歯の 咬合関係は ほ ぼ Class　I とな り，安定 した

咬合が得 られた．

　6．口腔模型分析所見

　ARS に よ る歯冠近遠心幅径 の 削除は合計 2．6　mm で，

治療方針をわずか に 下回 っ た．Overall　ratio は　　％，

anterior　ratio は　　％ に 改善さ れ た，　 Excess　value は，

anterior　segment で は　 mm に まで 減少 し，
　 overall で

は   となっ た，

V 　保定中の 変化

　保定開始 27か 月の 所見をみ ると，下顎右側第
一
小

N 工工
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A

B

C

　　　　 図 4　口 腔模型の大臼歯咬合関係

A ：初診時

B ：動的治療終了時

C ：保定中
・
動的治療終了後 27 か月

表 20veral1／anterior 　ratio とexcess 　value の 算出式

　　　　　・… all／・n・・… rra… 一 ・＝ 莠謡蔭：：：1・ 1・・

d ：歯冠近遠心 幅径　先天欠如歯は O
Overal］ratio ：1＝16，　m ＝26，　n ＝36，　0＝46
Anterior　ratio：1＝13，辮

＝23，　 n ＝＝33，0 ＝43
こ の 症例 は σ を前歯扱い に す るた め に n − 34，0；44

Excess　value 　 ＝

Overal1／Anterior　ratio が Mdaxillary　exoess を示す場合

Σi＝、
al＋Σ廴、1　d，　

−21〔ΣL31　di＋Σ』函）
Overall／Anterior　ratiQ が MandibuLar　excess を示 す場 合

Σ』縞 ＋Σ裁φ
一c （Σ翼1，

d， ＋Σ』戯）
Overall／Anterior　ratio が Boltonの平均値 に

一
致す る場 合

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 0

d ：歯冠近 遠 心 幅径 先天 欠 如歯 は O

Overall　arch の excess 　value を算出する場合 ：」＝16，　 m ＝26，　 n ＝・36，0＝46
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 7，
　　　 Extractien　case 　　 で は　C＝0．893
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 1｝
　 　 　 Non− extraction 　case で は 　C＝0，913

Anterior　segment の excess 　value を算出す る 場合 ：1・＝13，　 m ＝23，　 n ＝33，0＝43

　　　 こ の症 例 は σ を前 歯 扱 い に す るた め に　 n ＝34，0＝44
　 　 　 　 　 　 6｝
　 　 　 C ＝ O．772

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （文献 1， 6， 7， 9 よ りデータ参照）
1
，

m
，
　 n

，
　 o の 数字は FDI コ ードに よ る歯式 を表す，

N 工工
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表 3 ロ 腔模型分析値

臼歯と犬歯が近心移動 して 上顎右側側切歯の被蓋 が浅

くな り下顎左側犬歯が捻転 したが，咬合関係 は おおむ

ね安定して い た．

考 察

　Boitonは，　 tooth並 e 分析か ら，非抜歯の 正常咬合 の

overall　ratio は 91．3％ を示す が， ヒ下顎小臼歯の抜去

を行っ た歯列の overall　ratio は 89％ に 減少す る こ と を

指摘 した
1）
．上下顎第一

小 臼歯の抜去治療に よ っ て 良

好な咬合を得た 口腔模型 を計測 した研究 で は，overall

ratiQ の平均値は 89．28土 LO7％ と示 され BQItonの 見解

とほぼ一致した
7）
，本症例で は抜歯症例の標準値とし

て 89．3％ を用い て tooth　size 分析を行 っ た （表 3）．そ

の 結果，本症例 の overall／anteriQr　ratio は い ずれ も2

S．D．を大 き く超えて い た．しか し，　 tooth　size　ratio は h

下顎 の 歯冠近遠心 蝠径総和 の 相対的な比率で あるた め

に，本症例で は．卜顎に歯冠近遠心幅径不足が ない こ とを

確認の 上 で下顎歯冠近遠心幅径総和 の過大 と判断した．

　Boltonの tooth　size分析は，比率だけ で は な く標準

値との 差異を excess　value と して mm 単位で 表現で き

る
1）
，Endo らは ， 分析結果 を％単位 の 比率で 表す よ

りも excess　value を   単位で 示すほ うが 矯正歯科医

に は有益 で あ る と述べ て い る
1°）
．これ は，臨床上の利

便性が高 い た め と考え られ る が ， tooth　size 分 析の 精

度に留意する こ とが 必要で あ る．すなわち，上下顎切

歯の 傾斜度 と上顎切歯 の 形態が前歯 の 被蓋関係 に影響

を与え る こ とで，治療後の 咬合関係が 分析結果と必ず

しも
一

致 しない 場合や ， 模型計測、ヒの 誤差が分析の精

度に 影響を及 ぼす可能性が考 えられ る．Endo ら は，

tooth　size 　ratio が Boltonの標準値の 2　S．D．以上 の 差 異

とexcess 　value が 2mm 以上 を示す場合 に臨床上 の 有

意性を認め る こ とを提唱し て い る
U ）
，本症例は い ずれ

の 条件 も超 え る結果を示 した た め，tooth　size分析 の

精度を左右する影響が あ っ た と して も，本症例の分析

結果は
一・

定 の 有意性を持つ と考えられ る．

　本症例で は ， 下顎側切歯の先天性欠如に よ り下顎第
一小臼歯を犬歯と，下顎犬歯を側切歯 と して扱うこ と

で ， excess 　value は 下顎 の 歯列 全 体 （overall）で

Inm を示し，こ の うち　 mm が anterior　segment に認

め られた． こ の 点 に 配慮せず治療 を進 め れば，前歯

で 正 常被蓋関係 を達成 して も大臼歯関係が Class　I関

係を超えて Class　ll関係に なるまで下顎大臼歯の 遠心

移動が必要とされ る可能性がある．しか し，下顎大臼

歯を遠心移動すれば歯列弓が拡大さ れやすい た め，上

下顎歯列弓幅径の不
一
致が さ らに増大する．した が っ

て ， 下顎 の anterior　segment の 歯冠近遠心幅径 を ARS

に よっ て 減少させ て excess 　value を改善すれ ば，上下

顎歯列弓幅径が 安定 し大 臼歯 の Class　I関係 が より獲

得しやす い と考え られ た．
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図 5　側面 頭 部エ ッ クス 線規格写真の重 ね合わ せ

　　a ：S 原点 ， SN 平面 での重ね 合わ せ

　　b ：ANS 原点 ， 口 蓋平面 での 重ね合わせ

　　c ：Me 原点 ， 下顎下縁平面 での 重 ね合わ せ

　　黒 ：初診時

　　赤 ：動的治療終了時

　　緑 ：保定中 ・動的治療終了後 27 か 月

　ARS は，下顎切歯間および犬歯臼歯間 の各隣接面 で

お の お の 1mm ，
　 O．5　mm まで 削除可能 とされ

3）
， 齲蝕

の発生や歯根の接近に よる歯周組織 へ の懸念も否定さ

れ て い る
12）
．これ に従えば，本症例 にお ける下顎 an・

terior　segment の 削除量 の 限界 は　 mm と なる．実際

の 治療で は削除量が   で あ っ た こ とか ら不十分

で あっ た とも考え られるが，tooth　size分析を行うに

あた っ て は精度の 限界を考慮 して慎重 に対応すべ き で

あろう．ま た，今回下顎に excess 　value を残 しなが ら

大臼歯関係と前歯の 被蓋関係に一定の改善が得られた

の は ， 治療に よっ て 上顎切歯が唇側傾斜した こ とも
一

因 と考えられ る．

　成人骨格性下顎前突症例 で 著し い 叢生 を伴 う場合，

小臼歯 4 本抜去 に よる矯正歯科単独治療 は 良好な咬合

を達成するた め の選択肢の一
っ であるが

， 骨格性の 不

調和が著 しい 下顎前突症例 で は安定した結果を得る た

め に 外科的矯正治療が 推奨 され て い る
13〕
，本症例 も

上顎 に 叢生を伴 う成人骨格性下顎前突症例 で あ っ た

が，ARS に よる tooth　size 　ratio の改善に よっ て お お む

ね良好 な咬合関係が得 られた． しか し，Class　III　elas−

tiCSの 使用 に よる治療中 に おける ヒ顎切歯 の 唇側傾斜

や保定中の個々 の歯の変化を考慮 した場合，anterior

segment だ け で はな く安全な削除量 に 配慮 しなが ら

lateral　segment に範囲を広げて ARS を行っ て い れ ば上

下顎歯列弓幅径をさ らに 致 させや す くな り， Class

III　elasticsの 使用期間も短縮し，前歯部被蓋の改善様

相や治療後の 変化様相 も異なっ た結果に な っ た可能性

もある．

　本症例報告は ，
ヘ ル シ ン キ宣 言 （ヒ トを対象 とする

医学研究の倫理的原則）の 精神を遵守 し患者と著者 ら

の 間に イ ン フ ォ
ーム ドコ ン セ ン トが交わ され た 上 で 作
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成され た．

　本症例は，2009年度 日本矯正歯科学会専門医更新

申請 の た めの 症例報 告審査 に提示 し合格した．
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